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１．株を購入する基準 

「株主にとって良い会社」とは？ 

これを考えることがアメリカ株を購入するときの基準となる。 

 

株主にとって良いか会社とは判断基準がある。その判断基準をお話しする前に世の中の「会

計」「会社の仕組み」について知る。 

 

■会計・会社の仕組みを知ろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の画像を飲食店で例えると 

ランチを１０００円 １００人に売ったとしたら 

売上高・・・１０００（円）×１００（人）＝１０，０００円 

粗利益（売上総利益）・・・売上高－売上原価 

売上原価・・・食材費にあたる 

営業利益・・・粗利益－販管費 

販管費・・・食材費以外にかかる家賃や食器、人件費などの経費 

経常利益・・・営業利益－営業外費用・営業外収益 

営業外費用・営業外収益・・・営業関係の経費以外の部分の損失や収入 

当期純利益税引前・・・経常利益－特別損益・特別利益 

特別損益・特別利益・・・本業（飲食）以外の収益と損益 

当期純利益・・・純粋な利益 
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当期純利益を算出するものを損益計算書(P/L)という。 

 

損益計算書(P/L) 

収益・費用・利益が記載されており、英語の「Profit and Loss Statement」を略して「P/L」 

とも呼ばれる。決算時に収益から費用を差し引いた利益を知るためのもので、 

会社が「費用を何に使って」「どれだけ売上が上がり」「どれくらい儲かったのか」を読み

取ることができる。 

貸借対照表(B/S)  

会社の資産と負債がどういう状況かを示すもの 

「どれくらいの資産があるか」「負債はどれくらいか」「純資産(会社にどれくらいお金があ

るか)はいくらか」を見るためのもの。 

 

株主になって株式をチェックする時に見るのがこの 2 つ。 

この 2 つに「どんな会社の株を買えばいいか」が隠れていると言われています。 

 

■損益計算書(P/L)を見るポイント！ 

 

基準１ 粗利益が大きい会社 

 ・粗利率が４０％ 

  ※いろいろな業種がある中で粗利益が 40％くらい残っていない会社は厳しい  

【例】ラーメン １杯：1,000 円 

 材料にこだわり、原価が 900 円かかっていたとすると、粗利益は 100 円 

 これでは、家賃・人件費など払えるはずもないので、潰れてしまう・・・。 

 粗利率４０％にするには、最低でも原価を 600 円以下に抑えないと厳しいことが分かる 

  

 ・粗利率４０％が安定していること 

【例】ラーメン 1 杯：1000 円 原価：500 円 

 単純に計算すると粗利率は 50％だが、下記の表のように安定していないとする。 

 材料費が高騰して、または、失敗してとなると、一時的には基準の 40％を超えているが、 

 安定しておらず、結果利益が残らないとなってしまう。 

  

年 2013 年 2014年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 

粗利率 30％ 50％ 30％ 30％ 20％ 50％ 20％ 
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粗利率が、安定しているということは、ビジネスモデルが安定し、体系化できている。 

たまたまうまくいく年があったという、危ない経営ではない。 

 

Point！ 

「高い水準で安定して利益を出せる会社」が非常に良い！ 

「粗利益が高くて、長期(5～10年以上)で見て安定している企業」を選ぶとよい。 

 

 

基準２ 営業利益が残っている会社 

 

最終的には純利益を見るが、実は純利益よりも営業利益の方が大事。 

なぜか？ 

純利益は、本業以外の利益つまり不動産や株の利益が入ってくる 

その利益は、一時的なもので、ずっと続くわけではない。 

会社として大事なのは「本業で、どれだけ儲かっているか」 

 

【例】会社員で例えると、本業で１５万、トレードで５０万は一見、お金があるように見 

えるが、本業で５０万、トレードで１５万の方が、同じ合計金額でも、安定している。 

 

Point！営業利益がキッチリ出ているかどうかは、安定した企業を見極めるのに非常に大事 
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■貸借対照表(B/S) を見るポイント！ 

 

基準１ 現金及び現金同等物がある会社 

 

「現金及び現金同等物が、どれだけあるか」が Point になってくる。 

家計でいうと、貯金や株。不動産、車等は現金化に時間を要するので別の資産になる。 

なぜ、現金及び現金同等物が大事か？ 

コロナや過去の不況の時、会社の売り上げが下がってしまう。 

この時でも、家賃、人件費等の固定費は減らない、会社の利益が減っている状態で支出は、

そのまま→赤字ということ。 

現金及び現金同等物があれば、一時的にそれを使って凌げれば会社はつぶれない。 

Point！ 

現金及び現金同等物がある会社→不況に強い会社 

現金及び現金同等物がない会社→不況に弱い会社 

手元にすぐ使えるお金がいくらあるのか？は会社を選ぶうえで 1つの指標になる。 

 

 

基準２ 長期借入金が少ない会社 

 

年収 300万で借金 1 億円ある人と年収 1000万で借金 100万では後者の方が安心！ 

会社も同じだが、会社だと「借金が無いということが必ずしも良いこととは限らない」 

 

お金を借りて事業を成長させるというのが会社の基本！ 

お金を借りて事業が伸びる、更なる収益が見込めるなら積極的に借金した方が良い 

ただし、あまりにも多すぎてもよくないので、基準値がある。 

借金は、営業利益の 4年分と言われていて、例えば営業利益 10億円だったとしたら、 

40億くらいなら OK！ 

逆に不安定な会社だと、営業利益が 10億しか無いのに 10年分の 100億とかの借金 
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■KO（コカ・コーラ）の損益計算書を見てみよう！ 

モーニングスターという、世界規模の金融・経済情報の提供しているサイトを参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照） https://www.morningstar.com/stocks/xnys/ko/financials 

 

※英語版を日本語版に翻訳しているので、多少表記が違うので補足として 

図に付け加えています！  

★コカ・コーラの場合は事業収益が 44.29。10億ドル単位で表記されているので、 

 440億ドル→4兆～5兆円の売り上げ。 

 同じように粗利益を見ていくと、26.81なので、260億ドル→2兆～3兆円。 

 

■粗利率を計算してみよう！ 

 粗利率＝総利益（26.81）/総収入（44.29）×100 

 コカ・コーラの粗利率は、60.5％。 

 2015 年から見ていくと、コカ・コーラの粗利率は、安定して 60％以上ある。 

 このことから、コカ・コーラは安定してる会社ということが分かる。 

 

 

 

(総売上) 

(原価) 

１(１０億ドル単位) 

★ 
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一つ一つの会社を毎月チェックするのは大変。分析も難しい。 

あくまでも、その会社の株を選ぶ基準を知っておくことが大事！ 

購入の際は、基準を知っておく、コツコツが基本中の基本！ 

黒田さんが出すレポートを参照に、そのレポートの業績を確認する程度で OK！ 

 

■黒字倒産について知ろう！ 

 

黒字なのに倒産とは？？ 

利益は出ているのに、資金繰りが困難に陥り、倒産すること。 

会計の仕組みを理解すると分かりやすい。 

※完全に理解しなくて OK！黒字倒産とは何か？簡単に理解しておく！ 

 

【例】自動車の修理業界 

 

事故や故障で修理の受注を受けた時の流れを考えてみると 

事故→保険を申請→修理会社に見積もり→見積もりを出して修理→修理→修理完了→ 

保険会社から修理費が入ってくる という流れ。 

 

10月に 100 件（1件当たり 100万円の売り上げ）の修理を受注。 

請け負った月に売り上げは 10 月に計上するが実際に現金が入ってくるのは、次月以降。 

100 件の修理を請け負ったが、人件費、家賃、材料費の支払いは発生してくる。 

現金は入ってきていないが、支払いは発生し、資金繰りが困難になること。 

 

キャッシュフロー（収支のバランス）が Point！ 
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基準３ 配当がある会社 

 

※基準３に関しては、あくまでも黒田さんが意識していること。 

配当がない会社が悪いではないことを覚えておく！ 

 

【例】A 会社が売上 1 億の場合 

・配当がある会社 

 株主に還元する考え方。 

 仮に 10 人に 10万円配当を出すとしたら 100万円のお金が無くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・配当がない会社 

 配当を出さない限り、100万円を使って更なる成長に使用する考え方。 

 

 

 

 

 

 

 

配当がない会社の例：Amazon （2021 年 2月時点の情報） 

基本的に株主に配当を出さずに、その代わりもっと成長して株価を成長させる方向性。 
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Amazon や google などは配当を出していないが、急成長しているので株価は上がっている。 

 

配当を出している会社を選んでいる理由は、株価の成長よりも、20年、30年コツコツ株を

購入することで、貰える配当を増やし、確実にお金をもらうために選んでいる！ 

 

Point！ 

急成長の方が儲かるんでは？と考え方に陥りがちだが、 

資産運用の目的が何なのか？老後資金を確実に貯めたいのであれば、目的を見失わずに 

目の前の儲け話に乗っからないように注意する！ 
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２．アメリカ株の購入方法 

 

アメリカ株式の配当権利落ち月&配当支払い月の資料を参照に購入しよう！ 

 

FMS（お金の教養マスタースクール） (nyutrition.com)からダウンロード 

 

黒田さんが保有している株一覧 

１．の株を選ぶポイントを基準にしている会社。 

基本的にはこの表の株を毎月コツコツと買っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ティッカー・・・銘柄コード。その会社の記号とも呼ばれるもの。 

株を購入する際、検索欄に入力したりする。 
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表の見方として、コカ・コーラを例にすると 

 

権利落ち月の 9 月の欄に〇がついていて、その月にコカ・コーラの株を購入しておくと 

配当支払いカレンダーの 10月に●がついているので、10月に配当がもらえる。 

下記の表のように 9 月購入、7 月購入でも配当は 10月ということが分かる 

 

ただし、あまりカレンダーを気にしすぎると、例えば 1つの会社の株ばかり買っていたとな

ってしまうので、バランスよく持つことを基本とする！ 

この会社は、●月に配当が入ってくるんだ！という認識で十分！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入月 配当月 

9 月 10月 

7 月 10月 

・権利落ち月カレンダー ・配当支払い月カレンダー 
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■株の購入手順 

楽天銀行・SBI 銀行どちらも手順は同じ！ 

①証券口座に入金しよう 

 入金を選び、連携してる銀行を選択。金額を入力し、入金。 

 毎月購入する金額を入金してもいいし、まとめて入金しといてもよい。 

 入金が完了すると買付余力に追加される。 

 

②購入したい株を検索する。 

 外国株式の中の米国株式を選択すると下記のような画面が出てくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤枠内に購入したいティッカーを入力し検索する 

 例：コカ・コーラだと「KO」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始値、高値、安値は 

気にしなくて良い 

配当は★の所を確認。 

1株当たり、1.68 ドルの 

（日本円で約 180 円） 

配当がもらえて 

配当利回りは、3.35％なので 

配当をみただけでも銀行に預け

ておくより、利回りがよい 

★ 
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③株を購入してみよう！ 

②の現在値の隣の    を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １）上記のような画面が出てくるので、数量に購入する株数の数字を入力。 

   最初のうちは、1 万円分くらい購入し、たくさんの種類の株を購入していく 

   【例】毎月購入する金額が 2万円だったとする。 

    コカ・コーラの株だと、1株当たりが 50ドルなので、1 ドルが 120 円だとすると 

    日本円で 1株 6000 円。2 株購入し、残りの金額 8000 円を別の株を購入する。 

    そうすると、その月は２つの会社の株を購入することができる。 

    この部分を意識すると、どうしても予算ぴったりとはいかなくなるので 

    年間を通して、帳尻合わせして購入することを意識する！ 

 

 ２）購入する数量が決まったら、成行にチェックをいれる。 

    

 

 

   基本的には、株価はいつ下がるか予想がつきにくいので成行を選択する。 

 

 

 

成行 価格を指定しないで株を購入・売却すること 

指値 価格を指定して株を購入・売却すること 

 
▶買い 
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 ３）決済方法を選択する 

   慣れるまでは、基本的に円貨決済で決済する。 

  

 ４）口座を選択する。 

  NISA枠のある場合は NISA を選択し、使い切った場合は特定を選択する！ 

 

 １）～４）まで入力したら、確認を選択し、暗証番号を入力し、完了となる。 

 

 

■株を購入する時の Point！ 

・まずは、リストの株を一通り購入していく。 

・コツコツの長期運用が大事。 

 

 

まとめ 

・リストの株を順番に買っていく。 

・購入基準を守ることは大事だが、自分で分析はしない。⇒時間がかかり難しい 

・とにかく毎月コツコツ購入していく 

 

Q＆A 

Q1.株のリストを順番に買っていけばよいか？ 

A1.最初は順番に買っていくで OK。 

 

Q2．金持ち父さん・貧乏父さんの中のキャッシュフローボードゲーム、やったことありま

すか？ 

A2.大人用はあるが、子供用はない。 

 勉強になると思うが、注意点がある。 

 ・特に大人用は、不動産投資推奨のゲーム。 

 ・株も安く買って高い時に売るトレード的なもの。 

 ・お金に働いてもらってラットレースから抜け出す仕組みは学べるが 

  このスクールでやっている事とすこし違うので、実施するなら補足をする。 

 


